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特別損失の発生および平成 20 年２月期通期（連結・個別）の業績予想の修正に関するお知らせ

 
平成20年２月期（平成19年４月１日～平成20年２月29日）の業績予想について、平成19年11月15

日付当社「平成20年２月期 中間決算短信」にて発表しました業績予想を下記のとおり修正すると

ともに、特別損失が発生いたしますので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１ 減損処理に伴う損失の発生 
当社が保有する有価証券（上場株式及び投資信託）のうち、期中に投資有価証券評価損を

計上したものにつきまして期末に評価の見直しを行った結果、平成 20 年２月期末において

減損処理による投資有価証券評価損 22 百万円を新たに特別損失に計上する見込みでありま

す。 

なお、下記「(Ａ) 平成 20 年２月期末の有価証券評価損の総額３億 79 百万円」のうち、

２億 77 百万円は中間期末（平成 19 年 11 月６日発表）、４百万円は第３四半期末（平成 20

年１月 21 日発表）、及び 76 百万円は期末（平成 20 年３月７日発表）で既に発表済みであ

ります。 

また、今回の投資有価証券評価損は、中間期末で２億 77 百万円を投資有価証券評価損と

して計上した分の有価証券と、第３四半期で４百万円を投資有価証券評価損として計上した

分の有価証券について、２月期末時点で再度評価を見直した結果、追加で 22 百万円を計上

することになったものであります。 
 

(Ａ) 平成 20 年２月期末の有価証券評価損の総額 379 百万円

(Ｂ) 平成 19 年３月期 純資産額 

（Ａ／Ｂ×１００） 

5,792 百万円

（6.6％）

(Ｃ)  最近５事業年度の経常利益の平均額 

（Ａ／Ｃ×１００） 

0 百万円

（－）

(Ｄ)  最近５事業年度の当期純利益額の平均額 

（Ａ／Ｄ×１００） 

13 百万円

（－）

（注）１ 当社の決算期（事業年度の末日）は、２月末日です。 
   ２ 平均額については、平成 15 年９月期から平成 17 年３月期及び平成 19 年３月期の経常

利益および当期純利益がマイナスのため０として算出しております。 
 

２ 平成 20 年２月期の業績予想の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年２月 29 日） 
（連結）                              （単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 11,600 68 2 △350

今回修正（Ｂ） 12,098 76 7 △406

増減額（Ｂ－Ａ） 498 8 5 △56

増 減 率 4.3% 11.8% 250.0% －



（修正理由） 

売上高につきましては、主に当社における PC 販売事業及び IT・デジタルメディア・コン

テンツ事業における広告事業を行っている㈱ダイヤモンド・エージェンシーが順調に推移し、

当初予想比４億 98 百万円増加し 120 億 98 百万円となる見込みであります。 

 営業利益及び経常利益につきましては、売上高増による利益増によりそれぞれ 76 百万円、

７百万円となる見込みであります。 

当期純利益につきましては、経常利益が増加するとともに、子会社において当初見込んで

いた法人税、事業税などの見積額が減少したものの、中間期以降計上することとなった投資

有価証券評価損合計１億２百万円の計上により当初予想比 56 百万円減少し４億６百万円と

なる見込みであります。 

 

（個別）                              （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） 6,000 14 △40 △460

今回修正（Ｂ） 6,201 24 △29 △546

増減額（Ｂ－Ａ） 201 10 11 △86

増 減 率 3.4% 71.4% － －

 

（修正理由） 

売上高につきましては、PC 販売事業の年始の営業において業績が順調に推移した結果、

当初予想比２億１百万円増の 62 億１百万円となる見込みであります。 

営業利益及び経常利益につきましては、売上高増による利益増によりそれぞれ 24 百万

円、△29 百万円となる見込みであります。 

当期純利益につきましては、経常利益が増加したものの、中間期以降計上することとなっ

た投資有価証券評価損総額１億２百万円の計上により当初予想比86百万円減少し５億46百

万円となる見込みであります。 

 

 

 

[注記事項] 

  業績予想数値につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので 

  あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

                                       以 上 


